






















ICC Publication No. 715E）が刊行されており，小稿での2010年版に関する記述は断りの無い限り，
同書を参考にしたものである。なお，小稿では同書を『2010年版』あるいは単に2010年版と略す。
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からインコタームズの正式名称が ICC Rules for the Use of Domestic and 
International Trade Terms と改められたこと（以前のそれは，Interna-





















































































































































































































































・売主は，自己の費用でもって，少なくとも協会貨物約款（ロイズ市場協会 : LMA 
（Lloyd’s Market Association）／ロンドン国際保険業者協会：IUA（International 













































































いるが，それらを「いかなる単数または複数の運送手段（any mode or modes 


















































































　具体的に，FOBのA4の引渡しに関する規定を例に取れば，The seller must 
deliver the goods either by placing them on board the vessel …or by procur-
































































































































































199ページ以下，特に，232－269ページ参照。また，次のURL 参照。url ＝ http://www.customs.


























⒁　Branch, Alan E., Global Supply Chain Management in International Logistics, Routledge, Lon-
don, 2008, pp. 1-12.
⒂　トランジット・タイムの長短が経済に大きく影響を与えることを示したものとして，例えば，や
や古い2001年時点の論説だが，Hummels, D., Time as a trade barrier, Purdue University, July 
2001, p. 26. 次のURL参照。http://www.krannert.purdue.edu/faculty/hummelsd/research/time3b.
pdf　visited on September 20, 2011.
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　CIP Buyer’s warehouse in Shoreline， State of Washington, USA (Incoterms 
2010).
　書例は，見積り送り状（proforma invoice）の売買条件（terms of sale）欄
への記載文言であるが，これの意味するところは，インコタームズの2010年版
─────────────────
⒄　US Department of Commerce, International Trade Administration, A basic guide to exporting: 
the official government resource for small and medium-sized businesses, 10th ed., Washington, D.C., 
2011, p. 171.
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　仮に上のケースで積地がTokyo terminal, Japan とすると，上記CIP に基づ
く売買は，Tokyo terminal, Japan の地点からBuyer’s warehouse in Shoreline, 
State of Washington, USA の地点までの輸送費・保険料は売主が支払うが，危
険が移転するのは Tokyo terminal, Japan の地点であって Tokyo terminal, 
Japan の地点以降の危険は買主が負担するというものである。このように，
CIP は，積地であるTokyo terminal, Japan の地点（危険移転の分岐点）と揚
地である Buyer’s warehouse in Shoreline, State of Washington, USA の地点
（輸送費／保険料の負担地点）の２つの基準を併せ持つのである。
　しかし，CIP がどのような意味を持つのか全く知らない者にとっては，上の
Buyer’s warehouse in Shoreline, State of Washington, USA の地点を，危険移
転の分岐点であり，かつ，輸送費 /保険料の負担地点の基準として解するはず
である。それが言い過ぎであれば基準として解す確度が高いといえようが，少
なくとも，CIP の文字の後に表示されるBuyer’s warehouse in Shoreline, State 
of Washington, USA ではない場所で，引渡しが行われ，かつ，危険移転がな
されるとは想像もしないのではなかろうか。先にも見たように，見積り送り状


































⒅　Sassoon, D. M., C.I.F. and F.O.B. Contracts 4th ed., London, 1995, p. 348
⒆　Debattista C., Bills of Lading in Export Trade 3rd. ed., London, 2008, p. 13.
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⒇　Maersk Line によるこのサービスは2011年の秋から開始されたものである。Maersk は，寧波か
ら欧州３港まで36日，上海から同港まで34日，塩田から同港まで30日，Tanjung Pelepas から同港
まで26日以内を保証するという。また，１－３日超過の場合にはコンテナ１本辺り100ドル，４日
以上の場合で同300ドルを違約金名目で払い戻すという。「マースクライン総輸送日数保証来月導
入」日本海事新聞，2011年９月14日の記事参照。
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725最新版インコタームズにおけるFCA，CPT，CIP 条件に関する一考察
型取引条件に付与される性質も徐々に変わってゆくことが予想される。CPT，
CIP，さらに FCAは，今後どのような変遷を辿るのであろうか。商流，物流，
金融との関係を含めて，利用者がどのような意味をそれらの条件に与えてゆく
のであろうか，興味深く見守ってゆきたい。
 以上　
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